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核兵器禁止条約

　2017年に国連で採択された核兵器禁止条約は2020年10月25日、批准国数が発効に必要な50カ国に到達。2021年
１月22日に条約は発効しました。これにより、核兵器は国際法により違法とされました。核保有国を法的に拘束
しなくとも、道義的倫理的圧力をかけることになります。その背景には「ヒバクシャ国際署名」など草の根の世
論と運動があります。日本政府が同条約に署名・批准することは国民の願いです。
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生計費調査

　「生計費」調査は、何とか生命を維持できる水準ではなく、「健康で文化的な生活」を送ることができる最低
限の生計費を算出する試みです。都市、地方にかかわらず、法定労働時間の勤務でおおむね時給1400円程度が必
要との結果が出ています。一方、最低賃金を決める際に検討される国の標準生計費はその算出方法が明確でな
く、低い水準となっています。

守口学童保育指導員の不当解雇

おおさか自治体の仲間　2021年２月15日　第370号 ２３ 2021年２月15日　第370号　おおさか自治体の仲間
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誰
も
が
人
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あ
た
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え
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世
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世
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世
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人
類
の
新
た
な
歩
み
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
唯
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戦
争
被
爆
国
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
条
約
の
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名
・
批
准
を
拒
む
日
本
政
府
で

す
。
１
月
22
日
に
は
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国
１
１
０
か
所
以
上

で
、
条
約
発
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を
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日
本
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府
は
禁
止
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約
に
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を
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。

　

大
阪
原
水
協
は
、
な
ん
ば
駅
前
で
の
宣
伝
行

動
や
エ
ル
・
お
お
さ
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で
の
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条
約
発
効
日
大

阪
集
会
」
を
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催
。
集
会
で
は
、
総
理
大
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あ

て
の
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日
本
政
府
に
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兵
器
禁
止
条
約
の
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名

・
批
准
を
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め
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」、
府
内
自
治
体
に
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政
府
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兵
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批
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を
提
起
し
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　守口学童保育指導員のたたかいを支援する共闘会議は、守口市
長あての「学童保育の民営化をやめ、守口市直営に戻すことを求
める要請書」（個人署名：１万2289筆・団体署名：1021筆）を提
出しました。提出には、大阪自治労連の有田委員長をはじめ、守
口市職労・学童指導員労組の６人が参加しました。コロナ禍で短
時間でしたが、守口市としての責任をはたすことなどを要請しま
した。改めて市として話しあいの時間をとるよう求め、市側はそ
の方向で検討すると約束しました。
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。

　

中
小
企
業
家
同
友
会
で
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「
す
べ

て
の
業
種
で
大
打
撃
を
受
け
て
い

る
。
大
阪
の
飲
食
業
の
倒
産
は
全
国

一
多
い
。
国
の
支
援
策
で
な
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と
か

つ
な
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で
き
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と
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収
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。

　

ま
た
、
大
阪
府
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、
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ロ
ナ
対

策
に
全
力
を
あ
げ
る

こ
と
を
求
め
る
請
願

書
を
副
首
都
推
進
局

に
提
出
し
ま
し
た
。

「健康で文化的な
 最低限度の生活」って？
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費調査やります
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守口市子ども部へ署名を提出（１月28日）

「学童保育は市の直営に戻して」「学童保育は市の直営に戻して」
守口市長あて署名１万2289筆を提出守口市長あて署名１万2289筆を提出 １月28日１月28日
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保有、実験、使用、威嚇などあらゆる行為が禁止へ

オンライン署名にご協力ください

▼日本原水協の署名チラ
シより
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